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アクリルゴムの加硫について (8)

エポキシ系の架橋点を持つアクリルゴムは， 有機アンモ

ニウム系やジチオカルバミン酸塩系などで加硫することが

できる ． 過去に門ジチオカルバミン酸塩系加硫剤として

PZ/TTFEを紹介した． 今回は， 架橋系としてPZに各種

ジチオカルバミン酸塩系加硫促進剤 を併用した加硫性能に

ついて紹介する．

図l にPZ, TTFE, PZ/TTFE併用の加硫曲線 を示す．

TTFEは単独でも加硫が可能 であり， l.Ophrでも加硫が速

い. PZ はTTFEより加硫が遅く， 増量すると加硫が速く

なる が， 4.0phr配合すると加硫トルクは2.0phrより低下す

る. PZにTTFEを俳用すると加硫はさらに速くなる．

図2と表1にPZとジチオカルバミン酸塩系加硫促進剤

を併用した加硫曲線とムー ニ ー スコ ーチ試験 の結果を示

す. PZとの併用の場合， TTFE以外のジチオカルバミン

酸塩系加硫促進剤 は加硫促進効果が低い. ZTC はわずか

に加硫が速くなったが， EZ, BZ, PX, ZP, TTTEは加硫

トルクが低下した．
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試験項目

(1)加硫試験；レオメ ー タ ー MDR2000,

(2)ムー ニー スコ ーチ試験；ML 135℃
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ここに記載した内容は， 細心の注意を払って行った試験に

基づくものであります が ， 結果をすべて確実に保証する も

のではありません，

図2

表1 ム ー ニ ー スコ ー チ試験の結果
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加硫1U1線(PZ 1.0 Iジチオカルバミン酸塩系加硫促進剤1.0の
併用）
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